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「
昭
和
の
三
筆
」 
現
代
仮
名
書
壇
の
最
高
位
に
あ
ら
れ

た
故
日
比
野
五
鳳
先
生
の
代
表
作
品
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る

岐
阜
県
神
戸
町
に
あ
る 

「
日
比
野
五
鳳
記
念
美
術
館
」 

そ

の
秋
季
展
初
日
と
旅
行
日
が
運
良
く
合
い
、 

今
回
の
旅
の

目
玉
と
な
り
ま
し
た
。 

仮
名
の
単
体
表
現
、 

漢
字
と
仮
名

の
調
和 

「
読
め
る
書
」 

の
制
作
な
ど
、 

日
本
の
書
の
美
を

追
求
し
続
け
ら
れ
た
作
品
は
、 

や
は
り
ス
ゴ
イ
。 
実
物
を

間
近
に
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
多
く
の
発
見
が
あ
り
、 

大
満
足
。 

い
く
ら
観
て
い
て
も
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

　

お
昼
は 

「
積
翠
園
」 

で
い
た
だ
き
、 

次
の
目
的
地 

「
古

今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」 

へ
移
動
。 

自

然
豊
か
な
場
所
に
あ
る
和
歌
を
テ
ー
マ
と
し
た
野
外
博
物

館
。 

「
和
歌
文
学
館
」 

で
は
、 

万
葉
集
か
ら
現
代
ま
で
の

歴
史
を
一
度
に
学
べ
、 

三
十
六
歌
仙
に
ち
な
ん
だ
、 

36

メ
ー
ト
ル
の
展
示
物
は
圧
巻
。 

「
東
氏
記
念
館
」 

で
は
歴

史
あ
る
名
家
の
出
土
品
や
、 

天
皇
が
読
ま
れ
た
和
歌
を
記

し
た
短
冊
な
ど
、 

歴
史
的
価
値
の
あ
る
文
化
品
を
鑑
賞
。 

和
歌
を
テ
ー
マ
に
し
た 

「
東
氏
館
跡
庭
園
」 

散
策
。 

日
本

古
来
の
和
歌
の
世
界
観
を
堪
能
で
き
、 

自
然
の
素
晴
ら
し

さ
を
満
喫
で
き
ま
し
た
。 

　

続
い
て 

「
郡
上
八
幡
」 

自
由
散
策
。 

名
水
百
選 

「
宗
祇

水
」 

へ
立
ち
寄
り
、 

古
い
街
並
み
を
ぶ
ら
ぶ
ら
。 

何
よ
り

水
の
音
が
心
地
良
い
場
所
で
し
た
。 

　

日
も
傾
き
か
け
、 

最
後
の

目
的
地 

「
美
濃
和
紙
の
里
会

館
」 

へ
。 

和
紙
を
使
っ
た
土

産
選
び
に
時
間
が
か
か
り
、 

集
合
時
間
ギ
リ
ギ
リ
で
バ
ス

へ
。 

ど
の
場
所
も
時
間
を
忘

れ
て
楽
し
め
た
、 

充
実
し
た

旅
と
な
り
ま
し
た
。


